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　市川市議会は毎年４回、２月、６

月、９月、12月に定例会を開きます。

　市議会だよりは原則として定例会

が終了した月の翌々月の第2土曜日

に発行（新聞折り込み）し、審議内容

をお知らせしています。

市民生活の向上のために、議員一丸となって取り組む

市議会議長 笹 浪　 保

市議会副議長 荒 木 詩 郎
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
、
市
川
市
議
会
に
対
し

ま
し
て
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
わ
が
国
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ

り
ま
す
国
民
体
育
大
会
が
、
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
年
）
の
若
潮
国
体

か
ら
実
に
37
年
ぶ
り
に
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
、市
川
市
は
、ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
競
技
の
会
場
と
し
て
国
府
台
市
民
体
育
館
、
塩
浜
市
民
体
育
館
な
ど

４
会
場
で
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
本
市
の
都
市
拠
点
施
設
と
し
て
活
気
あ
る
街
な
み
に
生

ま
れ
変
わ
る
で
あ
ろ
う
本
八
幡
Ａ
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
が
い
よ
い
よ
本
格
的
に
着
工

い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
再
開
発
事
業
が
実
現
出
来
ま
す
の
も
平
成
３
年
の
本
八
幡
Ａ
地
区
市
街
地
再
開
発

準
備
組
合
の
設
立
以
来
、
関
係
者
の
皆
様
に
よ
る
長
年
の
ご
尽
力
と
ご
苦
労
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
世
界
を
取
り
ま
く
情
勢
は
景
気
の
低
迷
が
長
期
化
し
て
お
り
、
わ
が
国
に
お
い

て
も
各
種
経
済
政
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
先
行
き
は
依
然
と
し
て
不
透
明
な
状
況
が

続
い
て
お
り
、
本
市
の
財
政
に
つ
き
ま
し
て
も
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
環
境
対
策
、
福
祉
政
策
、
教
育
改
革
な
ど
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
今
ま
で
以
上
に
効
率
的
な
自
治
体
経
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
地
方
自
治
に
お
け
る
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
い
、
市
民

の
皆
様
の
声
を
よ
り
反
映
さ
せ
る
べ
く
我
々
市
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
は
、
ま

す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
市
議
会
は
、
昨
年
よ
り
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
開
催
時
期
を
早
め
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
新
年
度
予
算
に
意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う
に
努
力
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
、「
真
の
豊
か
さ
を
感
じ
る
ま
ち
」、「
彩
り

豊
か
な
文
化
と
芸
術
を
育
む
ま
ち
」
を
目
指
し
、
と
も
に
築
く
自
然
と
や
さ
し
さ
が
あ
ふ

れ
る
文
化
の
ま
ち
市
川
の
実
現
に
向
け
ま
し
て
、
市
民
生
活
の
向
上
の
た
め
に
、
議
員
一

丸
と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
よ
り
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
一
年
間
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
川
市
に
は
、
街
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

野
外
彫
刻
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
市
川

に
ゆ
か
り
の
あ
る
彫
刻
家
に
よ
る
も
の
で
、

周
り
の
風
景
と
一
体
と
な
っ
て
た
た
ず
む

作
品
は
、
街
行
く
人
に
ひ
と
と
き
の
安
ら

ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

市
川
市
は
「
彩
り
豊
か
な
文
化
と
芸
術

を
育
む
ま
ち
」を
目
指
し
、街
か
ど
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
都
市
づ
く
り
事
業
な
ど
、
文
化
の

ま
ち
・
市
川
に
ふ
さ
わ
し
い
街
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

『
ポ
ニ
ー
と
い
る
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ー
』

（
中
野
滋
）
　
　

―

動
植
物
園―

『
朝
粧
』（
渋
谷
三
朗
）

　

―

行
徳
駅
前
広
場―

『
讃
市
川
』（
大
須
賀
力
）

　

―

市
川
市
役
所
前―
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自由クラブ

増田　三郎　　中山　幸紀　　加藤　武央

五関　　貞　　井上　義勝　　高安　紘一

役
立
つ
自
由
ク
ラ
ブ
　

高
齢
者
に
光
を
！

　

明
る
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

自
由
ク
ラ
ブ
は
市
川
第
一
主
義
・
市
民

第
一
主
義
を
大
切
に
、
公
平
・
公
正
・
公

開
を
理
念
と
し
、
自
助
・
互
助
・
公
助
を

行
動
の
指
針
と
し
て
活
動
し
て
参
り
ま
し

た
。

　

今
、
私
達
の
国
は
内
憂
・
外
患
、
ま
こ

と
に
厳
し
い
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。
国
の

高
齢
化
率
は
22
・
68
％
で
国
民
の
４
人
に

１
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
日
本

人
の
平
均
寿
命
は
男
性
79
・
59
歳
、
女
性

86
・
44
歳
で
す
。
市
川
市
の
平
均
寿
命
は

男
性
79
・
６
歳
、
女
性
85
・
６
歳
で
す
。

千
葉
県
の
高
齢
化
率
は
20
・
５
％
で
県
民

の
４
・
９
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢

者
で
す
。
市
川
市
の
全
人
口
47
万
５
２
６

９
人
、
60
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
11
万

２
１
６
９
人
で
全
人
口
に
占
め
る
割
合
は

23
・
６
％
で
す
。
市
民
の
４
・
24
人
に
１

人
が
60
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
65
歳
以

上
の
高
齢
者
は
７
万
９
７
２
０
人
で
全
人

口
に
占
め
る
割
合
は
16
・
77
％
で
す
。
市

民
の
５
・
96
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
高

齢
者
で
す
。
高
齢
者
対
策
を
急
が
ね
ば
な

ら
な
い
所
以
は
以
上
の
数
字
で
お
分
か
り

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

社民・市民ネット

かつまた竜大　　秋本のり子　　湯浅　止子
　

今
年
は
佳
き
こ
と
が
多
く
あ
る
よ
う
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
世
相
で
す
。
三
人

の
会
派
で
市
政
に
向
か
い
合
っ
て
い
ま

す
。
福
祉
・
教
育
・
環
境
を
柱
に
市
民
の

皆
様
の
声
を
お
聞
き
し
、
正
確
な
情
報
や

学
習
を
深
め
個
々
の
課
題
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た
。
福
祉
に
お
い
て
は
社
会
保

障
制
度
の
改
編
も
あ
り
適
切
に
対
応
し
ま

す
。
教
育
で
は
未
来
に
夢
を
抱
く
市
川
っ

子
を
育
む
た
め
の
教
育
環
境
づ
く
り
を
し

ま
す
。
平
和
な
社
会
の
実
現
に
も
寄
与
し
、

男
女
共
同
参
画
の
視
点
も
し
っ
か
り
持
ち

ま
す
。
環
境
で
は
、
道
路
問
題
・
景
観
・

緑
の
保
全
等
々
、
次
世
代
の
た
め
に
も
住

み
や
す
い
街
に
な
る
よ
う
活
動
し
て
い
き

ま
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障
が
い
の

あ
る
方
も
安
心
し
て
住
め
る
街
で
あ
る
よ

う
力
を
尽
く
し
ま
す
。
誰
か
が
動
か
な
け

れ
ば
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
様

と
共
に
歩
む
会
派
で
す
。
明
る
い
笑
顔
の

多
い
年
に
な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

みんなが安心して住める街に

みらい

岩井　清郎　　金子　　正　　寒川　一郎
　

二
十
一
世
紀
も
十
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
我
が
国
の
進
む
道
が
混
沌
と
し
て
い

る
今
日
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
方
政
治
に

参
加
す
る
私
ど
も
は
地
域
に
目
を
向
け
、

市
民
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

市
川
市
の
未
来
の
姿
を
描
い
て
ま
い
り
ま

す
。

　

自
治
体
の
財
政
は
厳
し
い
時
代
が
続
き

ま
す
。
税
の
使
い
方
を
一
か
ら
見
直
し
、

新
た
に
取
り
組
む
事
業
・
中
止
す
べ
き
事

業
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
議
論
を
し
、
時

に
は
痛
み
を
分
か
ち
合
う
こ
と
も
訴
え
て

ま
い
り
ま
す
。

　

無
駄
を
省
き
効
率
的
な
行
政
運
営
に
力

を
注
ぎ
、
将
来
を
担
う
こ
ど
も
・
青
少
年

に
関
す
る
事
業
、
都
市
基
盤
整
備
、
高
齢

者
・
医
療
福
祉
な
ど
の
施
策
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

そ
し
て
、「
環
境
の
世
紀
」
と
言
わ
れ

る
今
日
、
地
域
と
し
て
の
地
球
温
暖
化
対

策
を
一
緒
に
考
え
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

市川市の未来を描く

市民の声　　　　　　　　　　　　　　宮田かつみ

プリティ長嶋　　坂下しげき　　鈴木　啓一

　

「
謹
賀
新
年
」、
本
年
は
民
意
を
問
う
統

一
地
方
選
挙
の
年
で
す
。
一
昨
年
は
国
民

の
民
意
の
表
れ
と
し
て
政
権
交
代
が
な
さ

れ
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
当
時
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
と
政
策
の
実
行
・
議
員
の
発
言

の
ブ
レ
に
不
信
・
不
安
・
不
満
感
を
募
ら

せ
て
い
ま
す
。

　

医
療
・
介
護
等
の
社
会
保
障
、
そ
し
て

予
算
の
使
わ
れ
方
の
無
駄
等
々
、
自
分
達

の
納
め
て
い
る
税
金
が
正
し
く
市
民
に
還

元
さ
れ
て
い
る
か
、
地
方
議
員
を
選
ぶ
の

は
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
大
変
身
近
で
生
活

に
密
着
す
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

　

私
達
四
名
の
議
員
は
個
々
の
立
場
で
、

地
域
で
、
市
民
の
「
幸
せ
!!
」
を
第
一
に
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
医
療
・
介
護
、
我

が
国
の
将
来
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
達

の
子
育
て
支
援
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
保
障
・

福
祉
を
中
心
に
、
多
く
の
市
民
の
為
に
、

お
約
束
し
た
事
と
行
動
に
違
う
事
の
な

い
、
頼
り
に
な
る
議
員
を
貫
き
通
す
事
を

年
頭
に
当
た
り
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

言行一致を貫く

　議員は、お祭りの寄附、スポーツ大会の差し入れ、近所のお
祝いなどや、年賀状等（答礼のための自筆によるものを除く）
を出すことが公職選挙法で禁止されています。

議員の寄附や年賀状は禁止されています

市
川
の

千
葉
県
指
定

伝
統
的
工
芸
品

江戸つまみかんざし

屏　風

平成23年

会派の抱負
　市議会では会派制をとり、議会活動を

行っています。ここでは、新年を迎えての

各会派の抱負を掲載しました。なお、掲載

位置は抽選により決定しました。また、文

字数は所属議員数によって異なります。
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緑風会
　　　　　　　　　　　　　　竹内　清海

松永　鉄兵　　稲葉　健二　　松永　修巳
　

現
下
の
世
界
的
な
不
況
を
背
景
に
厳
し
い

社
会
経
済
状
況
が
続
き
、
市
川
市
に
お
い
て

も
ご
多
分
に
も
れ
ず
、
市
税
収
入
が
前
年
度

比
25
億
円
ほ
ど
減
収
と
な
り
、
市
政
運
営
に

大
き
な
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち

緑
風
会
の
４
人
は
、
市
民
の
負
託
に
応
え
る

べ
く
、
諸
事
に
対
し
真
正
面
か
ら
誠
実
に
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
地
方
分
権
の
推
進
に
よ
り
、
地
方

自
治
の
自
主
自
立
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
る

中
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
の
果

た
す
役
割
は
益
々
重
要
と
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
議
会
活
動
を
通
し
て
市
民

各
位
の
声
を
反
映
し
た
政
策
提
言
を
積
極
的

に
発
信
し
、
環
境
、
教
育
、
医
療
、
福
祉
、

都
市
基
盤
整
備
等
々
、
市
政
各
般
に
わ
た
り
、

議
論
と
切
磋
琢
磨
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
久
保
市
長
与
党
と
し
て
、
市
民
の
幸
せ

と
本
市
の
発
展
に
共
に
汗
を
流
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
う
え
、
ご
指
導
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

市民の幸せと本市の発展に汗を流す

　

新
た
な
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

の
く
ら
し
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
雇
用

破
壊
、
医
療
・
介
護
・
年
金
・
子
育
て
な

ど
社
会
不
安
が
膨
ら
み
、
国
民
は
政
権
交

代
に
夢
を
託
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
財
界

優
遇
、
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
の
政
治
を
本

気
で
変
え
な
け
れ
ば
、
国
民
の
期
待
通
り

に
は
な
か
な
か
い
き
ま
せ
ん
。「
こ
れ
で

は
暮
ら
し
て
い
け
な
い
」。
日
本
共
産
党

に
は
こ
ん
な
深
刻
な
相
談
が
増
え
る
一
方

で
す
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
が
行
っ
た
市
政
ア

ン
ケ
ー
ト
に
は
、
こ
ど
も
の
医
療
費
助
成

拡
大
、
保
育
園
の
増
設
、
高
齢
者
福
祉
の

充
実
、
国
保
税
の
引
き
下
げ
、
雇
用
対
策
、

歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
信
号
機
や

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
、
三
番
瀬
や
外
環

問
題
な
ど
た
く
さ
ん
の
要
求
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
５
人
の
党
市
議
団
は
公
約

実
現
の
立
場
で
議
会
質
問
と
同
時
に
予
算

要
求
や
緊
急
申
し
入
れ
な
ど
も
行
っ
て
き

ま
し
た
。
新
た
な
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

改
め
て
原
点
に
立
っ
て
、
市
民
の
く
ら
し

と
い
の
ち
を
最
優
先
す
る
政
治
実
現
の
た

め
に
、
積
極
的
に
提
案
し
て
頑
張
る
決
意

で
す
。

日本共産党

金子　貞作　　清水みな子

二瓶　忠良　　桜井　雅人

谷藤　利子

市民のくらしといのちを最優先に

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
地
域
主
権
の
時
代
の
到
来
で
す
。

我
々
、
民
主
・
市
民
連
合
の
議
員
は
一
人

一
人
が
地
域
の
目
線
、
市
民
の
目
線
を
大

切
に
し
、
よ
り
良
い
市
川
市
を
築
き
上
げ

る
為
に
今
年
も
邁
進
し
て
い
く
所
存
で

す
。

　

経
済
状
況
が
厳
し
い
中
、
地
方
財
政
も

国
と
同
様
厳
し
い
運
営
を
迫
ら
れ
て
い
る

時
代
に
お
い
て
、
市
川
市
の
現
在
の
健
全

な
財
政
運
営
を
維
持
し
つ
つ
、
選
択
と
集

中
の
視
点
か
ら
も
住
民
福
祉
の
更
な
る
向

上
に
向
け
、
議
会
機
能
の
強
化
、
支
所
及

び
出
張
所
の
強
化
、
予
防
医
療
、
福
祉
施

設
の
増
設
、
障
が
い
児
・
者
の
支
援
体
制
、

子
育
て
支
援
、
教
育
環
境
の
向
上
、
自
然

と
の
共
生
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
、
下
水

道
整
備
、
街
づ
く
り
、
健
康
都
市
と
し
て

の
成
熟
、
人
間
と
動
物
の
共
生
、
Ｉ
Ｔ
都

市
と
し
て
の
発
展
、
都
市
ブ
ラ
ン
ド
の
構

築
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
本
年
も

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
市
政
へ

の
提
言
、
提
案
を
全
力
で
行
っ
て
い
き
ま

す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
皆
様
か
ら
の
御
指
導

を
賜
り
ま
す
よ
う
御
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

民主・市民連合

佐藤　義一　　石原美佐子

並木　まき　　荒木　詩郎

守屋　貴子

市民の目線を大切により良い市川市を

公明党

大川　正博　　宮本　　均　　大場　　諭

堀越　　優　　松葉　雅浩　　戸村　節子

小林　妙子　　笹浪　　保

「
大
衆
と
と
も
に
」
を
胸
に
刻
み

市
民
生
活
を
守
る

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
力
強

い
ご
支
援
を
頂
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
昨
年
は
、
惑
星
探
査
機
「
は
や

ぶ
さ
」
の
生
還
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
ダ
ブ

ル
受
賞
な
ど
感
動
的
な
出
来
事
の
反
面
、

口
蹄
疫
被
害
、
高
齢
者
居
所
不
明
、
記
録

的
な
猛
暑
な
ど
忌
む
べ
き
報
道
も
あ
り
ま

し
た
。
政
治
的
局
面
に
お
い
て
尖
閣
諸
島
、

北
方
領
土
な
ど
外
交
や
安
全
保
障
、
円
高
・

株
安
な
ど
景
気
・
経
済
、
雇
用
、
福
祉
、

教
育
な
ど
難
問
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

公
明
党
は
昨
年
10
月
に
党
大
会
を
開
催

し
、「
大
衆
と
と
も
に
闘
う
野
党
」
と
し
て
、

全
国
三
千
名
の
地
方
議
員
・
国
会
議
員
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
現
場
第
一
主

義
で
国
民
生
活
を
守
る
政
党
と
し
て
の
決

意
を
新
た
に
、
①
21
世
紀
型
経
済
成
長
。

②
新
し
い
福
祉
を
含
む
社
会
保
障
制
度
の

再
構
築
。
③
地
方
分
権
の
推
進
と
地
域
主

権
型
道
州
制
へ
の
基
盤
づ
く
り
を
柱
に
出

発
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
市
政
に
お
い
て
、

旧
行
徳
橋
の
架
け
替
え
、
海
辺
空
間
を
活

か
し
た
街
づ
く
り
、
小
規
模
多
機
能
型
を

含
む
介
護
環
境
の
改
革
、
生
活
年
金
の
拡

充
、
高
齢
者
医
療
費
負
担
軽
減
、
こ
ど
も

の
医
療
費
助
成
、
保
育
園
待
機
児
童
の
解

消
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
、
警
察
官
の

増
員
で
犯
罪
の
無
い
安
心
・
安
全
の
街
づ

く
り
に
本
年
も
皆
様
の
期
待
に
お
応
え
す

る
た
め
全
力
で
働
い
て
参
り
ま
す
。

　

菅
野
公
民
館
（
日
出
学
園
隣
り
）
は

本
年
三
月
の
オ
ー
プ
ン
予
定
で
あ
り
ま

す
。
今
年
も
地
域
の
皆
様
方
と
力
を
合

わ
せ
、
現
場
第
一
主
義
に
徹
し
て
頑
張

り
ま
す
。

現
場
第
一
主
義
に
徹
し
て

道

かいづ　勉

つばさ

田中幸太郎

行徳神輿

木彫刻

木象嵌（もくぞうがん）

　

謹
賀
新
年
。

 

「
子
供
に
ツ
ケ
を
ま
わ
さ
な
い
」
を
理

念
と
し
、
批
判
で
は
な
く
建
設
的
に
提

案
で
き
る
政
治
家
と
し
て
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。

子
供
に
ツ
ケ
を
ま
わ
さ
な
い



市 議 会 だ よ り第１９３号 201１年（平成23年）１月１日 （４）

市川市議会は、市民の代表として選挙された議員により構成される「議決機関」で、定期的または臨時に開かれ、提出された議案などを審議します。同じ

く選挙で選ばれる「執行機関」の長である市長とは、互いにけん制し、均衡を保ちながら、車の両輪のように、共に市政の発展のために活動しています。

２月、６月、９月、12 月の年４回開かれる定例会は、おおむね下のような流れで、市政に関するさまざまな案件について、市の意思決定をしています。

条例案、予算案、決算案など、議会の議決を

求めるために提出される案件をいいます。

議案は主に市長が提出します。特に予算案の

提出は、市長の専権事項とされています。

○条例　市が定める法（ルール）のこと。

○予算　市の収支の見込みのこと。

議　案

議案の提出は市長だけではなく、議

会の議員もすることができ（予算を

除く）、これを発議と呼んでいます。

議員が発議を行う場合、議員の定数

の 12 分の１以上の賛成が必要とさ

れます。

発　議

提出議案に関する「議案質疑」や市政全

般に関する「一般質問」、委員長報告に関

する討論などを行います。

質疑・討論

議決されたものは、執行機関へ送付されます。

可決された条例は、公布（条例の内容を市民に知

らせること）の手続きを経た後、施行されます。

執行機関に送付

市だけの努力では解決しない問題

は、国や県に意見書や決議という

形で要望を行っています。

国・県に提出

提出された議案

は、委員会で所

管ごとに審査が

行われます。

委員会付託

委員会での審査

結果は、委員長

から本会議へ報

告されます。

委員長報告

○常任委員会

総　　務

健康福祉

環境文教

建　　設

常に設けられている委

員会。提出された議案

や請願の審査をします。

○議会運営委員会

議会の運営等に関する

事項を審査します。

○特別委員会

東京外環道路

行徳臨海部

決算審査

問題ごとに必要に応じ

て設置されます。

委 員 会

※上記は予定であり、事情により変更される
場合があります。

＊陳情の取り扱いの変更について
　市川市議会では、平成 23 年２月定例会の審査分から、請願と陳情の取り扱いを峻別し、陳情は、委員会に付託せず、各会派へ参考配付することとしました

（平成 22 年11月25日議会運営委員会決定）。なお、請願（紹介議員のあるもの）は従来どおり取り扱われます。


	だより193号23年1月1日 1面
	だより193号23年1月1日 2面
	だより193号23年1月1日 3面
	だより193号23年1月1日 4面

